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令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
の

爪
痕
残
す

　

梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
伴
い
、人
吉
球

磨
地
域
は
、７
月
３
日（
金
）か
ら
７
月
４

日（
土
）に
か
け
て
断
続
的
な
大
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。４
日
未
明
か
ら
人
吉
球
磨

各
地
で
、大
規
模
な
崩
土
や
増
水
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
が
発
生
。広
範
囲
に
わ
た
り

家
屋
の
浸
水
や
停
電
、断
水
、通
信
障
害
な

ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
長
時
間
に
わ
た
り
機

能
停
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

崩
土
や
洪
水
に
よ
り
道
路
は
至
る
と
こ

ろ
で
崩
落
し
寸
断
。橋
梁
も
流
失
す
る
な

ど
、村
内
山
間
部
の
20
の
集
落
は
一
時
孤

立
状
態
と
な
り
ま
し
た
。豪
雨
の
脅
威
は

広
域
に
及
び
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
網
が
切
断
さ
れ
、

数
日
に
わ
た
り
連
絡
手
段
が
途
絶
え
、本

村
か
ら
の
情
報
は
、防
災
無
線
と
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
域
内
電
話
、S
N
S
か
ら
の

発
信
と
な
り
ま
し
た
。

　

河
川
の
水
嵩
が
減
っ
た
後
、村
で
実
施

し
た
被
災
地
域
で
の
家
屋
調
査
の
結
果
、

床
下
浸
水
は
19
棟
。床
上
浸
水
は
24
棟
。床

上
浸
水
の
う
ち
全
壊
は
11
棟
、半
壊
は
13

棟
で
し
た（
７
月
27
日
時
点
）。

　

今
回
の
豪
雨
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
家
屋

▲下之段橋から上流を撮影した4日早朝の万江川の様子
氾濫危険水位を超え川沿いの家屋や田畑へ濁流が流れる。田んぼへの取水口も流されるなど農地災害も発生

▲大雨による土石流が発生し山沿いの家屋にも土
砂が流れ込んだ

▲村内の憩いの場所である温泉ほたるでは、裏山
から流出した土砂が宿泊棟「ほたる亭」を覆い、床
上浸水となった

▲万江地区に生活用水を送水する第二減圧槽（筌
野）の地面が崩土し、施設の異常が発生。13・14区
の断水が起こった

▲水が引いた後の宇那川
護岸が破壊され、道路が滅失した多くの流木も堆積している
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等
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
ほ
か
、本
村
の

主
要
産
業
で
も
あ
る
農
業
に
お
い
て
は
、

植
え
つ
け
た
ば
か
り
の
水
田
に
泥
や
砂
利

が
流
入
、田
ん
ぼ
の
埋
没
、取
水
堰
の
流
失

な
ど
農
業
へ
の
被
害
も
甚
大
な
も
の
で
し

た
。林
業
、水
産
業
、中
小
企
業
に
お
い
て

も
商
品
が
洪
水
に
よ
り
被
害
を
受
け
、機

材
が
山
崩
れ
な
ど
に
よ
り
流
失
す
る
な
ど

多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

▲淡島地区で河川が氾濫。濁流は民家を襲い、川砂利と泥が宅内に入り込んだ。また、万江川の洪水により県道坂本人吉線も崩れ落ち、道路が寸断。車両での避難が不可能
となり、付近の住民は高台に避難した

▲山江中学校敷地でも崩土が発生　土砂により
通学路も塞がれた

▲足算瀬橋は、濁流に飲み込まれ流された▲万江川の濁流と共に流れてきた木の丸太や木くず、
家財道具などが川沿いの民家の庭を覆い尽くした

▲万江川増水により河川堤防が削られ、公営住宅の基礎が露わになり、
家屋の一部が浮いた状態に。住宅の住民は安全な場所へ避難した

▲村内の至るところで道路の陥没や
山からの崩土により道路が通行止め
となった。道路寸断により山間の地域
では一時孤立状態となった

▲氾濫した万江川の流れの強さに柚
木川内地区の道路もえぐり取られた。
屋形から柚木川内の家屋も床上や床
下浸水が相次いだ。被害を受けた家屋
には、流されたものもあった
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令和２年７月豪雨

救援活動 続 と々
　災害が発生した直後、役場では災害対策本部を立ち上げ、村内の
被災状況など現場に向かい災害情報の収集を行いました。被災現場
の状況は予想を遥かに上回るものでした。
　人命を第一に安否確認を開始。各地域の災害発生場所では、山江
村消防団による応急作業の実施や重機による路上の土砂の撤去な
どが行われました。
　断水が長引いた万江地区には、宇土市と熊本市から給水車による
飲料水の供給を支援いただきました。しかし、淡島地区から北部へ
は車も通ることができなかったため、道路が開通するまでの数日間
の救援物資運搬は人力での作業が続きました。
　道路の寸断や崩土など災害が多発した水無や大川内、今村、山口、
尾寄崎地区の住民の皆さんは、ライフラインの早期復旧の目途が立
たないことや２次災害の危険性から、避難を余儀なくされました。
避難の際には、危険が伴ったことから、自衛隊の救援部隊の協力の
もと、陸路と空路での救助活動が実施されました。
　その後は、ボランティアセンターも開設。多くのボランティアの
方々が被災地において支援活動を行いました。行政事務の人的支援
には、県内外の行政職員の派遣もいただきました。また、全国からは
多くの物資の支援もいただいています。
　多方面からの人的支援及び物資支援をいただきましたことに心
から感謝申し上げます。今後も、山江村は一丸となり全力で復興に
向けた活動に取り組んでいきます。

▲7月8日 早朝より自衛隊ヘリが孤立していた尾寄崎地区の住民を救助。役場駐車場のヘリポートに着陸。無事
救助された住民は避難所である農村環境改善センターと健康の駅で避難所生活が続いている。

▲団体・個人から多くの支援物資をいただ
きました

▲災害発生後、各被災箇所で早急に開始された復旧作業（写真：県
道坂本人吉線（淡島））

▲7月7日孤立していた大川内地区住民の救助活動　天候不良に
より空路から陸路に変更し救助活動を遂行

▲7月5日 村内
世帯の安否と健
康状態などの確
認を実施
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▲消防団は、災害発生当日から土砂撤去や被災ごみ
の撤去等の作業を実施

▲早期復興に向け、県外からも応援相次ぐ
災害の経験と知識を活かし岡山県から応援（被災を
受けた家屋調査）

▲改善センターと健康の駅に設置した。避難所運営
には、嘉島町、岡山県、御船町、美里町、南関町から人
的支援がありました（写真：改善センターの避難所
の様子）

▲７月10日　熊本県が人吉市に15戸、山江村に25戸の
仮設住宅建設を発表　翌日には建設工事を着工した　本
村の仮設住宅は、中央グラウンドに建設される

▲本村に支援に入る各関係機関と連携し、災害
状況や復旧作業、支援活動などさまざまな対策
に向けた協議を行う災害対策本部会議

▲

早期復旧に向け村内の被害状況を調査し、調査結果を
報告する北陸、東北、中国地方のTEC-FORCE（緊急災害
対策派遣隊）

▲７月６日に蕨野工業団地の一角に設置された災害廃
棄物置き場　９区のふれあいパークみのばるは、球磨
村の災害廃棄物置き場として開放された（写真：山江村
の災害廃棄物置き場として設置された蕨野工業団地）

▲被災した家屋の泥揚げや流木等の撤去作業をする
ボランティアの方々

▲

7月9日　山江村社会福祉協議会において災害ボラ
ンティアセンターを設置。ボランティアの受付を開始
した。7月24日からは、ボランティアセンターを閉所
し、「山江村復興支援センター」に移行し、人吉球磨管
内の支援を行う

６頁から１０頁は令和２年豪雨
関連の情報を掲載しています
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■
道
路
の
状
況

　

通
行
止
め
を
し
て
い
る
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
道
路
】

　

県
道
坂
本
人
吉
線（
県
道
１
７
号
線
）、岩
ケ
野
下
払

　

線
、淡
島
参
道
線
、荒
神
光
永
恵
線
、向
鶴
小
鶴
線
、

　

柚
木
川
内
向
鶴
線
、一
子
野
線
、橋
詰
湯
口
線
、吐
合

　

宇
那
川
線
、山
口
吐
合
今
村
線
、大
川
内
橋
上
部
落

　

線
、柚
木
川
内
日
当
線
、涼
松
横
手
線
、宇
那
川
戸
屋

 

線
、日
当
戸
屋
線
、大
平
戸
屋
線
、県
道
柚
木
川
内

 

線
、西
川
内
下
払
線
、味
園
万
江
井
出
ノ
口
線

【
橋
梁
】

　

淡
島
裏
参
道
橋
、足
算
瀬
橋
、柚
木
川
内
橋
、吐
合

 

橋
、六
郎
橋
、弥
七
橋
、堰
の
口
橋

※
裏
表
紙
に
通
行
止
め
区
間
の
地
図
を
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

 

☎（
２
３
）６
４
４
９

■
電
話

　

電
話
不
通
地
域
：
15
区
の
一
部
、16
区
全
域

 

・
固
定
電
話
が
使
用
で
き
な
い
一
部
地
域
で
、ケ
ー

 

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、域
内
無
料

 

電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・
役
場
の
域
内
無
料
電
話
番
号
は
、固
定
電
話
と
同
じ

 

で
す
。

■
水
道

　

万
江
地
区
の
簡
易
水
道
は
仮
復
旧
完
了
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

建
設
課 
 

☎（
２
３
）６
４
４
９

■
電
気

【
停
電
し
て
い
る
地
域
】

　

戸
屋
、合
子
俣
、山
口
、大
川
内
、熊
原
、尾
寄
崎

 

・
電
線
復
旧
に
関
す
る
事
項

 
 　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
た
電
線
に
触
れ
る
と
大
変

 
 

危
険
で
す
。発
見
さ
れ
た
場
合
は
、九
州
電
力
ま
で

 
 

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 　

ま
た
、ご
家
庭
の
電
気
配
線
に
浸
水
や
損
傷
が

 
 

あ
る
場
合
は
、漏
電
に
よ
る
感
電
や
火
災
の
お
そ

 
 

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、九
州
電
力
が
宅
内
の
配
線

 
 

を
調
査
し
安
全
を
確
認
し
た
後
に
送
電
さ
れ
ま
す
。

 
 　

浸
水
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、電
気
使
用
の

 
 

開
始
前
に
、下
記
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
を
お

 
 

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

九
州
電
力
人
吉
営
業
所

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
８

九
州
電
力
送
配
電
人
吉
配
電
事
業
所

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）９
５
８

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

 

　

復
旧
作
業
中
の
地
域
：
大
川
内
、熊
原
、合
子
俣
、

 

山
口

問
合
せ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー

☎（
２
２
）８
８
０
８

■
災
害
廃
棄
物

 
 

山
江
村
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
受
付
を
開
始

 

し
て
い
ま
す
。

 

　

持
参
さ
れ
る
場
合
は
、受
付
場
所
に
て
氏
名
お
よ

 

び
身
分
証
明
証（
運
転
免
許
証
な
ど
）の
確
認
を
行

 

い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

 

い
致
し
ま
す
。

１
．受
付
場
所　

蕨
野
工
業
団
地
の
一
角（
廃
棄
す
る

 

場
所
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

 

※
山
江
村
大
字
山
田
字
蕨
野（
西
川
内
）サ
ー
ビ
ス

 

　

エ
リ
ア
上
り
の
裏
手

２
．受
付
日
時　

８
月
９
日（
日
）ま
で
開
設
８
時
30
分

 

〜
12
時
、13
時
〜
17
時（
土
日
含
む
）

３
．廃
棄
物
の
種
類　

家
電
類
、木
く
ず（
家
具
）、木
く

 

ず
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
類
、瓦
、石
膏
ボ
ー
ド
・
ス
レ
ー

 

ト
、畳
、金
属
く
ず
、ガ
ラ
ス
、布
団
、陶
器
類
、ソ
フ
ァ
、マ

 

ッ
ト
、処
理
困
難
物

 

※
種
類
ご
と
に
、置
き
場
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

 

　

で
、現
地
ス
タ
ッ
フ
に
従
っ
て
分
別
を
お
願
い
い

 

　

た
し
ま
す
。

 

※
一
般
家
庭
ご
み
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

※
災
害
で
出
た
生
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

 

　

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
４
）１
７
０
０

■
一
般
ゴ
ミ
の
収
集

 
 

道
路
が
通
行
可
能
な
場
所
に
つ
い
て
は
、ゴ
ミ
収

 

集
を
通
常
通
り
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ゴ
ミ
ス
テ
ー

 
シ
ョ
ン
に
指
定
さ
れ
た
時
間
ま
で
に
出
し
て
く
だ

村内のライフライン等の状況、
各機関における災害対応の
内容、被災者に向けた情報など
をお知らせします。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

ゴ
ミ・衛
生
に
つ
い
て

令和２年７月豪雨関連情報※ぜひ、周りの方にもお知らせください。

※この内容は、令和2年7月29日時点の内容を掲載しています。
※ご不明な点は、各問合わせ先にご連絡ください。
※ホームページやＳＮＳからも情報を発信しています。

■山江村ホームページ
　https://www.vill.yamae.lg.jp
■山江村フェイスブック（SNS）
　https://www.facebook.com/yamaemura
■役場各課の電話番号は、本誌19頁に掲載しています。
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さ
い
。

　
　

な
お
、13
区
か
ら
15
区
の
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

 
は
、収
集
日
を
追
加
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
13
・
14
・
15
区
可
燃
ご
み
収
集
日
】月
・
水
・
金

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
４
）１
７
０
０

■
し
尿
汲
み
取
り

　
　

し
尿
の
汲
み
取
り
が
必
要
な
方
は
、普
段
お
使
い

 

の
業
者
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

 

　

山
江
郵
便
局
で
は
、窓
口
業
務
は
、通
常
通
り
行

 

っ
て
い
ま
す
。人
吉
市
・
相
良
村
・
球
磨
村
・
山
江
村

 

宛
て
の
郵
便
に
つ
い
て
は
ま
だ
取
り
扱
っ
て
お
り

 

ま
せ
ん
。Ａ
Ｔ
Ｍ
は
利
用
可
能
で
す
。

 

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
可
能
時
間
：（
平
日
）９
時
〜
17
時
30

 

分
／（
土
日
祝
）９
時
〜
17
時

問
合
せ　

山
江
郵
便
局 

☎（
２
２
）４
８
２
５

■
医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
る
避
難
者
の

　

皆
様
へ

 

　

健
康
保
険
証
や
公
費
負
担
手
帳
等
を
紛
失
あ
る

 

い
は
自
宅
に
残
し
た
ま
ま
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も

 

医
療
機
関
等
で
、各
制
度
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

 

申
し
出
、氏
名
、生
年
月
日
、連
絡
先
、住
所
等
を
申

 

し
立
て
る
こ
と
に
よ
り
受
診
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、公
費
負
担
医
療
に
つ
い
て
、緊
急
の
場
合

 

は
、指
定
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で

 

き
ま
す
。

【
公
費
負
担
手
帳
の
例
】

 

○
被
爆
者
健
康
手
帳

 

○
結
核
感
染
に
対
す
る
医
療
に
係
る
患
者
票

 

○
難
病
医
療
受
給
者
証

 

○
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
受
給
者
証

 

○
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
受
給
者
証
、肝
が
ん
・

 

　

重
度
肝
硬
変
治
療
研
究
促
進
事
業
参
加
者
証

 

○
児
童
福
祉
療
育
券

 

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

 

○
未
熟
児
養
育
医
療
に
係
る
養
育
医
療
券

 

○
生
活
保
護
に
係
る
医
療
券

 

○
医
療
支
援
給
付
の
支
給
決
定
が
さ
れ
て
い
る
中

 

　

国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
本
人
確
認
証

 

○
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証　

な
ど

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
４
）１
７
０
０

■
被
災
者
に
お
け
る
の
医
療
機
関
等
の
受
診

 
 

災
害
救
助
法
の
適
用
市
町
村
の
住
民
の
方
で
、適

 
用
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
適
用
市

 
町
村
が
所
在
す
る
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
、協
会
け

 
ん
ぽ（
以
下
の「
対
象
保
険
者
」に
記
載
の
保
険
者
）

 

に
加
入
し
て
い
る
場
合
、次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

 

に
該
当
す
る
方
は
、医
療
機
関
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事

 

業
所
等
の
窓
口
で
そ
の
旨
を
申
告
い
た
だ
く
こ
と

 

で
、医
療
保
険
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
の
利
用
料

 

に
つ
い
て
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
。（
令
和
２

 

年
10
月
末
ま
で
）

①
住
家
の
全
半
壊
、全
半
焼
、床
上
浸
水
又
は
こ
れ
に

 

準
ず
る
被
災
を
さ
れ
た
方

 

※
り
災
証
明
書
の
提
示
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

 

　

窓
口
で
口
頭
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病

 

を
負
わ
れ
た
方

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
方

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
、又
は
休
止
さ

 

れ
た
方

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、現
在
収
入
が
な
い

 

方
※
こ
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、上
記
の
①
〜
⑤
の
い
ず

 

れ
か
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、医
療
機

 

関
等
の
窓
口
で
ご
申
告
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

 

て
、後
日
、ご
加
入
の
保
険
者
か
ら
、確
認
が
行
わ
れ

 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
上
記
の
医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
加
入
者
で
あ
れ

 

ば
、県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
、介
護
サ
ー
ビ
ス

 

を
利
用
さ
れ
た
場
合
に
も
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る

 

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
災
害
救
助
法
適
用
市
町
村
以
外
で
下
記
に
掲
載
の

 

な
い
保
険
者
に
つ
い
て
は
、医
療
保
険
の
窓
口
負
担

 

や
介
護
保
険
の
利
用
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
必

 

要
が
あ
り
ま
す
が
、一
定
期
間
は
支
払
い
が
猶
予
さ

 

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
保
険
者
に
お
問

 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
保
険
者
】

 

球
磨
郡
山
江
村
、熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

 

合
、全
国
健
康
保
険
協
会

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
３
）３
９
７
８

■
各
種
保
険
証
、受
給
者
証
の
交
付

 
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
後
期
高
齢
者
医
療

 

被
保
険
者
証
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給

 

者
証
に
つ
い
て
は
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
影

 

響
に
よ
り
、郵
便
物
の
集
荷
・
配
達
が
出
来
な
い
状

 

況
と
な
っ
て
お
り
、当
初
、７
月
中
に
発
送
予
定
と

 

し
て
お
り
ま
し
た
新
被
保
険
者
証
等
の
送
付
が
出

 

来
ず
、7
月
中
に
お
届
け
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

 

ま
す
。

 

　

そ
の
際
は
、有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
、

 

減
額
・
限
度
額
認
定
証
、限
度
額
認
定
証
等
で
も
医

 

療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、窓
口

 
で
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
融

医
療
関
係

令和２年７月豪雨関連情報 ※ぜひ、周りの方にもお知らせください。
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た
だ
し
、被
災
に
よ
り
保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た
な

 

ど
の
場
合
は
、保
険
証
が
な
く
て
も
受
診
で
き
ま

 
す
。（
そ
の
際
は
、氏
名
、生
年
月
日
、連
絡
先
電
話

 
番
号
、住
所
等
を
医
療
機
関
窓
口
に
申
し
立
て
く
だ

 
さ
い
。）

 

　

8
月
1
日
か
ら
の
新
被
保
険
者
証
等
に
つ
い
て

 

は
、郵
便
物
の
配
達
が
再
開
さ
れ
た
の
ち
郵
送
さ
せ

 

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

　

ご
不
明
な
点
は
、下
記
連
絡
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
３
）３
９
７
８

■
妊
婦
の
方
へ

 

　

人
吉
市
に
あ
る
愛
甲
産
婦
人
科
医
院
・
河
野
産
婦

 

人
科
医
院
で
は
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

 

　

出
産
は
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
み
対
応
し
て
い

 

ま
す
。

■
施
設
健
診
は
延
期
と
な
り
ま
す

 

　

令
和
２
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
健
診
期
間
と
し

 

て
お
り
ま
し
た
人
吉
市
内
医
療
機
関
で
の
施
設
健

 

診
に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
延
期
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
４
）１
７
０
０

■
乗
り
合
い
バ
ス「
ま
る
お
か
号
」

　
　

７
月
31
日
ま
で
運
休
。８
月
１
日
以
降
の
運
行
再

 

開
に
つ
い
て
は
、防
災
無
線
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、ホ

 

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課 

 

☎（
２
３
）３
１
１
１

■「
り
災
証
明
書
」の
申
請
受
付

 

　

り
災
証
明
書
と
は
、住
家
の
被
害
状
況
を
証
明
す

 

る
も
の
で
す（
物
置
・
倉
庫
・
車
庫
・
車
両
な
ど
は
被

 

災
証
明
書
）。

 

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、住
ん
で
お
ら

 

れ
る
家
が
被
害（
床
上
・
床
下
浸
水
等
）に
遭
わ
れ
た

 

方
に
つ
い
て
、り
災
証
明
書
の
発
行
に
伴
う
申
請
受

 

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
期
日　

７
月
20
日（
月
）か
ら（
※
祝
休
日
除
く
）

●
時
間　

９
時
〜
17
時

●
場
所　

税
務
課
窓
口

●
必
要
な
も
の　

印
鑑
。免
許
証
な
ど
身
分
が
証
明

 

で
き
る
も
の
。委
任
状（
家
族
以
外
に
よ
る
申
請
の

 

場
合
）。

問
合
せ　

税
務
課 

 

☎（
２
３
）５
６
９
２

■「
被
災
証
明
書
」の
発
行

 

　

被
災
証
明
書
と
は
、災
害
の
事
実
を
証
明
す
る
書

 

類
の
こ
と
で
す
。住
家
以
外
の
す
べ
て
の
被
害
を
証

 
明
す
る
も
の
で
、被
災
し
た
場
合
の
各
種
制
度
の
手

 
続
き
に
必
要
な
証
明
書
で
す
。

●
受
付
日
時　

平
日
9
時
〜
17
時

●
場
所　

税
務
課
窓
口

●
必
要
な
も
の　

被
災
し
た
証
拠
と
な
る
写
真
等
。印

 

鑑
。免
許
証
な
ど
身
分
が
証
明
で
き
る
も
の
。委
任

 

状（
家
族
以
外
に
よ
る
申
請
の
場
合
）。

問
合
せ　

税
務
課 

 

☎（
２
３
）５
６
９
２

 

災
害
の
た
め
住
家
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、日

常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
最
小
限
度
の
部
分
に
つ
い

て
、市
町
村
が
応
急
的
な
修
理
を
行
い（
村
が
業
者
に

依
頼
し
、修
理
費
用
を
村
が
直
接
業
者
に
支
払
う
）、元

の
住
家
に
引
き
続
き
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

対
象
者（
い
ず
れ
に
も
該
当
）

① 「
大
規
模
半
壊
」の
世
帯
ま
た
は
、「
半
壊
」若
し
く
は

 

「
準
半
壊
」を
受
け
、自
ら
の
資
力
で
は
応
急
修
理
を

 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯

②
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
部
分
に
被
害
が
あ
り
、そ
の

 

ま
ま
で
は
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と

③
応
急
修
理
を
行
う
こ
と
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
で

 

の
生
活
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

基
準
額　

１
世
帯
あ
た
り
の
限
度
額
が
あ
り
ま
す

（
１
） 大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
世

 

　

帯　

59
万
５
千
円
以
内

（
２
） 準
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
世
帯　

30
万
円
以
内

被
害
を
受
け
た
皆
様
に
お
願
い

※
必
ず「
施
行
前
の
被
害
状
況
の
写
真
」を
撮
影
し
て

 

く
だ
さ
い
。

※
村
が
相
談
窓
口
を
開
始
す
る
よ
り
前
に
修
理
業
者

 

に
工
事
を
依
頼
し
て
い
る
場
合
、「
住
宅
の
応
急
修

 

理
」の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
急
修
理
の
範
囲
や
提
出
書
類
な
ど
、詳
し
く
は
お

 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
３
）３
９
７
８

要
件（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①
災
害
に
よ
り
住
居
の
全
壊
ま
た
は
流
出
に
よ
り
居

 

住
す
る
住
宅
が
な
い
方

②
二
次
災
害
等
に
よ
り
住
宅
が
被
害
を
受
け
る
恐
れ

 

が
あ
る
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
て
い
る
、地
滑

 

り
等
に
よ
り
避
難
指
示
等
を
受
け
て
い
る
な
ど
、長

 

期
に
わ
た
り
自
ら
の
住
居
に
居
住
で
き
な
い
と
村

 

が
認
め
る
方

③「
大
規
模
半
壊
」ま
た
は「
半
壊
」で
あ
っ
て
も
、水
害

 

に
よ
り
流
入
し
た
土
砂
や
流
木
等
に
よ
り
住
宅
と

家
屋
等
の
被
害
に
関
す
る
こ
と

被
災
し
た
住
宅
の
応
急
修
理
に
つ
い
て

民
間
賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
事
業

交
通

令和２年７月豪雨関連情報※ぜひ、周りの方にもお知らせください。
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し
て
の
利
用
が
で
き
ず
、自
ら
の
住
居
に
居
住
で
き

 
な
い
方

④
自
ら
の
資
力
を
も
っ
て
し
て
は
、住
居
を
確
保
す
る

 
こ
と
が
で
き
な
い
方

⑤
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
応
急
修
理
制
度
、障
害

 

物
の
除
去
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

借
り
上
げ
住
宅
の
条
件（
す
べ
て
に
該
当
）

① 

貸
主
の
同
意
を
得
て
い
る
も
の　

② 

新
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
も
の
又
は
耐
震
診
断
、

 

耐
震
改
修
等
に
よ
り
住
宅
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
た

 

も
の

③ 

不
動
産
事
業
者
が
斡
旋
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

④ 

家
賃
が
１
か
月
あ
た
り
次
の
額
以
下
で
あ
る
も
の

 

・
２
人
以
下
の
世
帯　

5
万
5
千
円
以
下

 

・
３
人
〜
４
人
以
下
の
世
帯　

６
万
円
以
下

 

・
５
人
以
上
の
世
帯　

9
万
円
以
下

入
居
期
間　

入
居
時
か
ら
２
年
間

費
用
負
担　

県
の
負
担（
家
賃
、共
益
費
、礼
金
、仲
介

 

手
数
料
、退
去
修
繕
負
担
金
、火
災
保
険
等
損
害
保

 

険
料
、鍵
交
換
費
）入
居
者
の
負
担（
光
熱
水
費
、駐

 

車
場
費
、自
治
会
費
、そ
の
他
）

　

※
県
負
担
額
に
は
、上
限
が
あ
り
ま
す

　

※
災
害
救
助
法
適
用
日
以
降
、既
に
個
人
で
契
約
し

 

　

て
入
居
し
て
い
る
場
合
で
も
、「
要
件
」と「
借
り

 

　

上
げ
住
宅
の
条
件
」等
を
見
た
し
、貸
主
の
同
意

 

　

が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
本
事
業
の
対
象
と
な
り

 

　

ま
す
。

　

※
提
出
書
類
や
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、お
問
い

 

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
３
）３
９
７
８

●
受
付
日　

7
月
31
日（
金
）よ
り
受
付
開
始　

●
場
所　

健
康
福
祉
課
窓
口

●
申
請
期
限　

基
礎
支
援
金
：
災
害
発
生
日
か
ら
13

 

月
以
内
／
加
算
支
援
金
：
災
害
発
生
日
か
ら
37
月

 

以
内

●
対
象　

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯
②
住
宅
が
半
壊
、

 

又
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、そ
の
住
宅
を
や

 

む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯
③
災
害
に
よ
る
危
険
な

 

状
態
が
継
続
し
、住
宅
に
居
住
不
能
な
状
態
が
長
期

 

間
継
続
し
て
い
る
世
帯
④
住
宅
が
半
壊
し
、大
規
模

 

な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が
困
難

 

な
世
帯（
大
規
模
半
壊
世
帯
）

●
支
給
額

 

基
礎
支
援
金（
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
）：
対
象

 

①
〜
③
世
帯
は
１
０
０
万
円
、対
象
④
世
帯
は
50
万
円

 

加
算
支
援
金（
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る
支

 

援
金
）：「
建
設
・
購
入
」は
２
０
０
万
円
、「
補
修
」

 

は
１
０
０
万
円
、「
賃
借（
公
営
住
宅
を
除
く
）」は

 
50
万
円
。

※
世
帯
人
数
が
一
人
の
場
合
は
、各
該
当
の
金
額
の

 
３
/
４
の
額
。

●
必
要
な
も
の　

⑴
り
災
証
明
書
⑵
預
金
通
帳
の
写

 

し
⑶
住
民
票
等
⑷
住
宅
の
購
入
、補
修
、賃
借
す
る

 

場
合
は
、確
認
で
き
る
契
約
書
の
写
し
な
ど

問
合
せ　

健
康
福
祉
課 

☎（
２
３
）３
９
７
８

〜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
復
興
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
移
行
〜

 

　

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、７
月
10
日
に

 

「
山
江
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

 

し
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

 

だ
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の

 

ご
依
頼
に
一
定
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、７
月

 

24
日
を
も
ち
ま
し
て
閉
所
い
た
し
ま
し
た
。

 
 

今
後
は「
山
江
村
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
名
称
を

 

変
え
、引
き
続
き
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

 

　

被
災
さ
れ
た
ご
自
宅
の
片
づ
け
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ

 

ィ
ア
を
依
頼
し
た
い
方
、ま
た
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

 

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
も
お
気
軽
に
お
問
い
合

 

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜（
祝
日
除
く
） 

９
時
〜
17
時

問
合
せ　

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会

 
  

 

☎（
２
４
）１
５
０
８

■
災
害
に
よ
る
保
険
料
の
減
免

　
　

山
江
村
で
は
、令
和
２
年
７
月
４
日
に
発
生
し
た

 

豪
雨
災
害
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、介
護
保

 

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
の
保
険
料
の

 

徴
収
猶
予
・
減
免
等
を
行
い
ま
す
。

　
　

床
上
浸
水
や
住
宅
、家
財
又
は
そ
の
財
産
に
つ
い

 

て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、納
付
す
べ

 

き
保
険
料
の
全
部
又
は
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
が

 

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、徴
収
猶
予
・
減
免

 

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
注
意
】保
険
料
の
減
免
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、

 

　
　

り
災
証
明
書
の
内
容
や
被
害
状
況
及
び
保
険

 

　
　

金
の
補
填
状
況
等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

 

　

徴
収
猶
予
・
減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、健
康
福

 

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

 

☎（
２
３
）３
９
７
８

■
７
月
発
送
の
村
税
等
納
期
を
変
更
し
ま
す

　
　

令
和
２
年
７
月
10
日
発
送
予
定
の
税
金
及
び

 

各
使
用
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、水
害
に
よ
る
郵
便

 

事
情
に
よ
り
納
付
書
の
発
送
が
で
き
な
い
こ
と
か

 
ら
次
の
通
り
納
期
の
変
更
等
を
行
い
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

家
の
片
づ
け
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い

各
種
支
払
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て

令和２年７月豪雨関連情報 ※ぜひ、周りの方にもお知らせください。
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○
固
定
資
産
税

　
　

第
１
期　

７
月
↓
８
月
へ
変
更

　

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　

第
４
期　

７
月
↓
８
月
へ
変
更

　
　

第
５
期　

８
月
↓
９
月
へ
変
更

　
　

第
６
期　

９
月
↓
10
月
へ
変
更

　
　

第
７
期　

10
月
↓
11
月
へ
変
更

　
　

第
８
期　

11
月
↓
12
月
へ
変
更

　

○
村
県
民
税

　
　

第
２
期　

８
月
↓
９
月
へ
変
更

　

○
介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、上
下
水

　

道
使
用
料
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料

　
　
　

７
月
発
送
分
を
８
月
以
降
の
納
期
で
調
整
し
ま
す

　

※
た
だ
し
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
の
口
座
振
替
の

　

方
は
通
常
通
り
７
月
31
日（
金
）に
引
落
し
処
理

　

を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
村
県
民
税
に
関
す

る
こ
と 

  

税
務
課　

☎（
２
３
）５
６
９
２

●
介
護
保
険
料・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

健
康
福
祉
課　

☎（
２
３
）３
９
７
８

●
上
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と　

建
設
課　

☎（
２
３
）６
４
４
９

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー　

☎（
２
２
）８
８
０
８

■
電
気
料
金
等
の
特
別
措
置

　
　

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。被
災
さ
れ
た
方

へ
は
、電
気
料
金
等
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
電
気
料
金
支
払
い

　
　

支
払
期
日
を
１
か
月
延
長

○
電
気
を
使
用
し
な
い
場
合

　
・
電
気
を
全
く
使
用
し
な
い
場
合
は
、電
気
料
金
は
い

 
 

た
だ
き
ま
せ
ん
。

　
・
災
害
で
電
気
設
備
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

 
 

使
用
で
き
な
い
設
備
の
基
本
料
金
は
頂
き
ま
せ
ん
。

○
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
等
を
修
理
す
る
場
合

　
・
家
屋
等
の
復
旧
の
た
め
に
電
気
を
使
用
す
る
場
合
の

 
 

工
事
費
は
頂
き
ま
せ
ん
。

　
・
引
込
線
、計
量
器
な
ど
の
取
付
位
置
を
変
更
す
る
場

 
 

合
の
工
事
費
は
頂
き
ま
せ
ん
。

　

特
別
措
置
の
適
用
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
、下
記
の
問
合
せ
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、手
続
き
に
は
、り
災
証
明
な
ど
被
害
状
況
が

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
電
力
人
吉
営
業
所

 
  

 

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
８

　
　

支
援
物
資
に
つ
い
て
は
、皆
様
か
ら
の
支
援
の
お
か

げ
で
十
分
な
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、支
援
物
資
の
受
入
を
一
旦
停
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、被
災
を
さ
れ
た
方
で
必
要
な
支
援
物
資
が

あ
り
ま
し
た
ら
、役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課 

 

☎（
２
３
）３
１
１
１

　
　

７
月
豪
雨
に
よ
る
被
害
や
災
害
対
応
等
に
よ
り
、一

部
の
施
設
等
の
利
用
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。ご
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
い
る
施
設

山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
山
江
村
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー「
健
康
の
駅
」

■
利
用
で
き
な
い
施
設

山
江
村
体
育
館
・
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
山
江
村
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
・
尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
・
丸
岡
公

園
・
ヤ
マ
メ
の
森
・
万
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
利
用
で
き
る
施
設

　

山
江
中
体
育
館
・
山
江
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
山
田
小
体
育

館
・
山
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
万
江
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
山

江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
山
江
村
武
道
館
・
や
ま
え
え

ほ
ん
の
森
・
山
江
温
泉
ほ
た
る

※
各
施
設
利
用
制
限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、利
用
の

　

際
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
は
8
月
4
日
か
ら
開
館

　

と
な
り
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
い
、現
在
、公
営
住
宅
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

建
設
課 

 

☎（
２
３
）６
４
４
９

　
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
係
る
災
害
義
援
金
の
口
座

を
開
設
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
義
援
金
名
称
：
山
江
村
災
害
義
援
金

●
口
座
名
義
：
山
江
村
災
害
義
援
金　

山
江
村
長

内
山
慶
治（
ヤ
マ
エ
ム
ラ
サ
イ
ガ
イ
ギ
エ
ン
キ
ン
）

●
口
座
番
号
：
普
通
預
金　

１
９
５
２
３
５
５

●
と
り
ま
と
め
銀
行
：
肥
後
銀
行
人
吉
支
店

●
取
扱
期
間
：
令
和
５
年
７
月
８
日
ま
で

●
振
込
手
数
料
：
無
料（
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
場
合
、振

込
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ　

総
務
課 

 

☎（
２
３
）３
１
１
１

支
援
物
資

公
営
住
宅

災
害
義
援
金
口
座
を
開
設
し
ま
し
た

施
設
の
開
館
情
報

令和２年７月豪雨関連情報※ぜひ、周りの方にもお知らせください。
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話題のひろば Yamae Village Topics

　令和2年6月にあいさつ標語の標柱を設置しました。これま
でも「山田マロン通り」（あいさつ通り）にはあいさつ標語の標
柱を設置していましたが、風雨により腐食が進んだ状態でし
た。そこで、今回新たに標柱を作成する目的で、あいさつ標語を
村内小中学校へ募集したところ、多数の標語の応募があり、特
に優秀な標語として下記３点を選定しました。選定した標語
は標柱に記し、「山田マロン通り」（山江村駐在所、ふぁいんぼで
ぃ）に２本、「万江清流通り」（万江小学校入口）に1本設置しまし
た。あいさつで笑顔あふれる山江村にしていきましょう。

　7月20日、役場大会議室にて内山村長から農業委員6人へ辞令が交付されました。その後、臨時総会により、会
長に白川正博さん、会長職務代理者に田上喜三郎さんが選任されました。また、白川会長より農地利用最適化推
進委員の7人へ委嘱状が交付されました。今後は13人体制で、担い手への農地の集積・集約、遊休農地の発生防
止・解消など、農地の利用の最適化を積極的に推進していきます。任期は3年間です。よろしくお願いします。

新あいさつ標語　標柱設置
気持ちのよいあいさつ
目指して

／6 19

山江村農業委員会が新体制に変わりました

【山田マロン通り】
「あいさつで笑顔の連鎖広げよう」　山江中1年1組　市野咲來　さん
「人のわ（輪・和）はあいさつでつながる山江村」　山田小３年　嶽本逞充　さん
【万江清流通り】
「あいさつはだれでも作れる元気薬」　万江小３年　白竹羚煌　さん

農業委員 ※番号は議席番号、（　）内は出身区です。（敬称略）

農地利用最適化推進委員 ※（　）内は出身区です。（敬称略）

１会長
白川 正博（2）

平山 春己（2）
担当：1～ 3区

平瀬 憲一郎（13）
担当：13～ 14区

2会長職務代理者
田上 喜三郎（4）

蕨野 正信（5）
担当：4～ 7区

松岡 信行（15）
担当：15～ 16区

3委員
渕田 和代（7）

犬童 泰輔（9）
担当：8～ 9区

森田 成孝（12）
担当：川辺川造成地区

4委員
西川 正晴（7）

下拂 勝（11）
担当：10～ 12区

5委員
松本 聖司（13）

6委員
簑田 和広（9）

　先日開会された令和２年第３回６
月山江村議会定例会において赤坂道
代氏（万江地区）が山江村固定資産
評価審査委員会委
員に選任されまし
た。
任期：令和 2年 7
月 1日から令和 5
年 6月 30日まで

赤坂 道代　委員

山江村固定資産評価審査委員会
委員を選任
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夏バテを防ぎ、暑さを乗り切りましょう
こんにちは
保健師です!

●高齢者虐待は、誰にでも起こりうる問題です
　超高齢社会を迎えた今、親など身近な高齢者へ
の虐待が増えています。
　なぜ高齢者虐待が起きてしまうのでしょうか？
高齢者虐待を招かないためにも、虐待が起こる背
景と、予防策を知っておきましょう。

●このようなことが虐待にあたります

●介護をする人の負担を減らす
　介護をする人は、これまで経験したことのない
介護という役割を背負い、思い通りにいかないこ
とに戸惑いやイライラや疲労感、孤独感を感じる
ことが多くあります。
　追いつめられる前に家族や近所の人に協力を
求めたり、社会的サービスなどを上手に利用しま
しょう。

●ひとりで抱え込まないで！
　高齢者の対応で疑問があるときやサービスの利
用の仕方が分からないとき、虐待に気づいたけど
どうしたらよいか分からないときなどは、地域包
括支援センターなどに気軽にご相談ください。

夏バテとは…
　通常、人の体は、体温変化に対して体温調節機能
が働いて体調を整えます。近年の夏は、30℃を超え
る暑さが続き、高い湿度のために汗が気化しにくい
ことで、体温調節機能が働きにくくなります。体温
調節機能が乱れると、胃もたれや食欲不振、何とな
く身体の不調が続くといった症状を引き起こしま
す。これが「夏バテ」です。
　夏バテ対策をして、暑い夏をしっかり
乗り切りましょう。
○夏バテの主な原因
　・過度な温度差による自立神経の乱れ
　・発汗によるビタミン、ミネラル不足
　・発汗による水分不足
　・暑さによる睡眠不足
○夏を上手に乗り切る方法
　暑い夏を乗り切るためには、規則正しい生活を送
　ることが大切です。
　１、こまめに水分補給をする
  　この時期は熱中症予防のためにも、水やお

茶をこまめに飲みましょう。起床時や入
浴後、体を動かした時は特に水分補給を
心がけましょう。

　２、温度差や体の冷やしすぎには注意する
  　外気温との温度差や体の冷やしすぎは自律
  神経を乱す原因となります。エアコンの風が直
  接当たらないようにして、寒いと感じたら衣
  類等を着るなどして調節しましょう。また、夕
  方以降の涼しい時間帯にウォーキングなどの
  軽い運動をすると、自律神経の働きを整えます。
　３、睡眠をしっかりとる
　　　疲労回復のためにも、睡眠はしっかり取りま
  しょう。睡眠中のエアコンのつけっぱなしは体
  を冷やす原因となります。就寝時間、起床時間
  に合わせてタイマーを活用しましょう。
　４、３食バランスよく食べる
　　　暑さで疲れやすく、汗でミネラルを失いがち
  です。少量でも多くの品目を食べるよう心がけ
  ましょう。

高齢者に関することは地域包括支援センター（役場健康
福祉課内）にご相談ください
＜健康福祉課・地域包括支援センター＞☎(23)2232
＜夜間及び休日＞☎(24)9800
（夜間及び休日は山江老人保健施設に委託しています。「地域
包括支援センターへの電話です」と伝えてご相談ください）

気づいて！あなたのまわりの 高齢者虐待 知ってみんなで
防ごう！

身体的虐待
・たたく、つねる、なぐる、け
 る、やけどを負わせるなど
・ベッドに縛り付ける、意図的
 に薬を過剰に与えるなど

介護等放棄(ネグレクト)
・十分な食事や水分を与えな
 いなど
・おむつなどを放置する、劣悪
 な状態や住環境の中に放置
 するなど

性的虐待
・懲罰的(ちょうばつてき)に
 下半身を裸にして放置する
 など
・キス、性器への接触、セック
 スを強要するなど

心理的虐待
・排泄などの失敗に対して恥
 をかかせるなど
・子ども扱いする、怒鳴る、の
 のしる、悪口を言う、無視す
 るなど

経済的虐待
・本人のお金を必要な額渡さ
 ない、使わせないなど
・本人の不動産、年金、預貯金
 などを本人の意思や利益に
 反して使用する
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※受診時間　午前9時から午後5時まで
※変更になる場合がありますので、受診される方は医療機関へ確認
　をお願いします。
【救急病院】
●球磨病院　人吉市上青井町 ☎（22）3121
●外山胃腸病院　人吉市南泉田町 ☎（22）3221
■問合せ　人吉市医師会 ☎（22）3065
 球磨郡医師会 ☎（42）4797
 健康福祉課保健衛生係 ☎（24）1700

【小児科】
月 日 休日在宅医 電話番号

8
月

2 公立多良木病院小児科 多良木町 42-2560
9 増田クリニック小児科 人吉市九日町 22-3570
10 やまむら医院 あさぎり町 45-0005
16 増田クリニック小児科 人吉市九日町 22-3570
23 やまむら医院 あさぎり町 45-0005
30 人吉医療センター小児科 人吉市老神町 22-2191

【人吉市医師会】
月 日 休日在宅医 電話番号

8
月

2 光永医院 人吉市瓦屋町 22-2366

9 しらおく内科クリニック 人吉市中青井町 25-1550
たけだ眼科クリニック 人吉市南泉田町 23-3096

10 田中医院 人吉市瓦屋町 24-6127
田中クリニック 人吉市鬼木町 22-7222

16 たかみや医院 人吉市西間上町 24-5611

23 堤病院 人吉市下林町 22-0200
外山胃腸病院 人吉市南泉田町 22-3221

30 愛生記念病院 人吉市南泉田町 22-6878
とやまクリニック胃腸科・肛門科 人吉市宝来町 28-3375

【球磨郡医師会】
月 日 上球磨 中球磨 その他地区

8
月

2 仁田畑クリニック 酒瀬川内科
9 横山医院 権頭医院
10 増田耳鼻咽喉科クリニック 小川整形外科病院
16 東病院 脳神経外科小林クリニック
23 犬童耳鼻咽喉科 緒方医院
30 犬童内科胃腸科医院 たかの眼科

　後期高齢者医療制度では、医療費総額（窓口負担額を除く）
の１割相当を保険料からまかなうため、医療費が増えると、
後期高齢者医療保険料も高くなってしまいます。健康に配慮
した生活を心がけるとともに、年に１回は健診の受診をお願
いします。
■一人当たり医療費　87,201円
前年同月の1.17倍（前年同月の平均74,425円）

国民健康保険医療費

後期高齢者医療保険医療費

介護保険費用額

60,000  

70,000  

100,000  

90,000  

80,000  

最近の医療費動向（一人当たり医療費）

 

 

12月

（円）

1月 2月

R1年

H30年

令和2年
2月

令和2年
2月

令和2年
2月

　介護保険サービスにかかる費用額の23％は第１号被
保険者（65歳以上の方）の介護保険料でまかないます。
１日でも長く、自宅で自立した日常生活が営めるよう予防す
ることが大切です。
■県内順位　1位/45市町村中（上位になるほど費用額が高い）
■一人当たり費用額　210,908円
県平均の1.39倍（県の平均151,328円）

124,000

274,000

224,000

174,000

最近の費用額動向（一人当たり費用額）

山江村

県平均

12月

（円）

1月 2月

　医療費が高くなるほど、国保税も高くなります。病気の早
期発見、早期治療により医療費は抑えることができます。健
康に配慮した生活をこころがけましょう。
※数値は一般被保険者のみの医療費から算出されたものです。
■県内順位　15位/45市町村中（上位になるほど医療費が高い）
■一人当たり医療費　36,695円
県平均の1.08倍（県の平均34,095円）

25,000  

30,000  

35,000  

40,000  

45,000  

最近の医療費動向（一人当たり医療費）

山江村

 県平均
 

12月

（円）

1月 2月

休日在宅医当番表（令和2年8月）

むし歯のなかったお友達

湯口　心陽（広明） 第１区 横谷　　樹（憲俊） 第７区

小田　結斗（真也） 第８区
坂本　新汰（竜一） 第９区
西川　市椛（忠孝） 第５区
八嶋　亜衣（吉信） 第３区
杉松　謙助（幸太郎） 第５区

早田羽瑠斗（昂平） 第３区
豊岡　昇龍（達也） 第８区
藤岡真穂斗（孟之） 第５区
伊知地真宏（宏） 第５区
杉松　昌睦（將太） 第５区

●５歳児歯科健診（Ｒ２.6.　）

●２歳児歯科健診（Ｒ２.6.11）

今回むし歯があったお子様は早めに治療をしましょう。

　幼児歯科検診の結果、むし歯がなかった（要観察歯があっ
たお子様・治療中・治療済みを除く）お子様です。歯みがき、
仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。
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　5月28日（木）、山江村未来塾100人委員会観
光・交流部会にて、フットパスコース『新層奇石
コース』の除草作業と、新たに発見した奇石「坊
主石」の周辺を整備しました。お隣の相良村へ
続く細道の途中にあり、昔は峠を越える目印に
なっていたそうで、同じような丸っこい石がい
くつもあります。
　今回の7月豪雨災害により、フットパスコー
スも被害を受け点検・整備が必要な状況です。
今後点検等を実施
し、安全に歩くこ
とができることが
確認できましたら
ホームページ等で
お知らせします。

　山江村では、住民の皆様のニーズや村に関す
るインターネットアンケート調査にご協力いた
だける方を募集しています。詳しく
は村ホームページをご覧ください。
下記QRコードを読み込んでいただ
きますとモニター登録ができます。

奇石コース除草作業

村政モニター登録募集

山江村
地域づくり
研究所通信

百歳体操で健康づくり第25回

　今回の7月豪雨災害により、山江村でも大き
な被害がありました。山江村でも、健康の駅と
山江村農村環境改善センターに避難所が開設
され、現在30名ほどの方が避難されています。
　避難所では色々な方の支援を受けながら、み
なさんが協力し合い生活をされています。健康
づくりにも気をつけられ、CATVの放送に合わ
せ、10時と15時には「いきいき百歳体操」も開
始しました。久しぶりに体操をされ「あ～汗か
いた」「久しぶり動いた」「疲れたけど、よか運動
になった」との声が聞かれました。

　被害が幾分少なかった
山田地区では、地区サロン
を実施しています。ご自身の
ためにぜひ体を動かしてみてくだ
さい。サロン活動の有無については、区長また
は区の介護予防サポーター、包括支援センター
（☎23-2232）へお尋ねください。

坊主石の前で記念撮影
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者
手
帳
な
ど
写
真
付
き
公
的

身
分
証
明
書
）

・
２
点
必
要
な
も
の（
健
康
保
険
証
、医

療
受
給
者
証
、年
金
手
帳
、学
生
証
、介

護
保
険
証
）

○
印
鑑

○
通
知
カ
ー
ド（
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

蚊
や
マ
ダ
ニ
の
感
染
症
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
日
曜
日

交
付・申
請
サ
ポ
ー
ト
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InformationInformation

紛
失
届
が
必
要
で
す
）

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、

日
程
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

☎
健
康
福
祉
課
戸
籍
係

 

（
２
３
）３
９
７
８

　

気
分
が
落
ち
込
む
、意
欲
が
わ
か
な

い
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
、眠
れ
な
い
、人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
」な
ど
、心
の
不
調
で
お
困
り
の

方
や
そ
の
家
族
の
方
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

内
容 

精
神
科
医
師
が
直
接
相
談
を
受

け
ま
す

方
法 

①
ま
ず
は
健
康
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。②「
こ
こ
ろ
の
相
談
事

業
の
こ
と
で
電
話
し
ま
し
た
」と
伝
え

て
く
だ
さ
い
。③
相
談
を
さ
れ
た
方
と

精
神
科
医
師
と
の
日
程
調
整
を
し
て

相
談
日
を
決
め
ま
す
。

場
所 

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
の
駅

（
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
ご
自
宅

訪
問
可
）

☎
健
康
福
祉
課 

（
２
３
）３
９
７
８

場
所
・
日
程

■
人
吉
市
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

8
月
３・17・24・31
日

■
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会（
温
泉
セ
ン

タ
ー
）8
月
12・26
日

■
多
良
木
町
役
場　

8
月
５
・19
日

時
間 

9
時
〜
17
時

予
約
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
、相
談

者
及
び
配
偶
者
氏
名
、電
話
番
号
、相

談
内
容
を
確
認
し
ま
す

☎
八
代
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

 

０
９
６
５（
３
５
）６
１
２
３

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
を
受

け
ま
す
。

対
象 
人
吉
球
磨
地
域
在
住
の
方

日
時 
8
月
24
日（
月
）13
時
〜
15
時

場
所 
五
木
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー相
談
内
容 

借
金
や
相
続
、土
地
家
屋

問
題
な
ど
日
常
生
活
に
関
わ
る
心
配

ご
と

☎
五
木
村
役
場
保
健
福
祉
課
 

（
３
７
）２
２
１
４

　

県
民
の
安
全
・
安
心
を
担
う
人
材
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
警
察
官
Ｂ（
男
女
）　

受
験
資
格　

18
〜
27
歳
の
方

■
警
察
事
務　

受
験
資
格　

18
〜
21

歳
の
方

■
警
察
事
務（
就
職
氷
河
期
世
代
対

象
）　

受
験
資
格　

35
〜
50
歳
の
方

■
警
察
事
務（
障
が
い
者
対
象
）　

受

験
資
格　

18
〜
35
歳
の
方
で
障
碍
者

手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

受
付
期
間 

8
月
7
日（
金
）〜
28
日

（
金
）

※
試
験
日
、試
験
内
容
、そ
の
他
詳
細

な
受
験
資
格
等
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法 

人
吉
警
察
署
、交
番
、駐
在

所
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、人
吉
警

察
署
に
持
参
も
し
く
は
郵
送
。

☎
人
吉
警
察
署
総
務
課

 

（
２
４
）４
１
１
０

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

心
配
ご
と・
無
料
法
律
相
談
会

（
無
料・要
予
約
）

「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
」を
活
用

し
て
く
だ
さ
い（
要
予
約
・
無

料
・
秘
密
厳
守
）

年
金
相
談
所（
完
全
予
約
制
）

エネルギー　170kcal
たん白質　9.7ｇ
脂質　9.0ｇ　塩分　0.8ｇ

作り方
1

2
3

4

ゴーヤはへたを切り、縦半分に切ってワタを取り除いたら５ｍｍ幅に切
り、塩もみをして、水洗い後　水気をきっておく。
トマトは半分に切り、ヘタを取り除いたらくし形に８等分する。
フライパンにサラダ油とすりおろし生姜を入れたら、弱火で香りが立つ
まで炒め、ゴーヤを炒めてしんなりしたらトマトを炒め、花かつおとしょ
うゆを加え全体に馴染ませる。
強火のまま、溶き卵を回しいれ、とじる。

１人分の栄養量

ポイント
＊強火で調理すると、色よく仕上がる。
＊豚肉やシーチキンを入れると、よりたん白質アップ。

食べて
元気になる

材料と数量（2人分）
トマト .........................１ケ
ゴーヤ....................１/２本
油.........................大さじ１
卵................................１ケ
塩............................... 少々
すりおろし生姜....小さじ１
花かつお.....................３ｇ
しょうゆ...............小さじ１

トマトとゴーヤのチャンプル
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今回は 第三者行為
　交通事故など第三者である加害者から受けたケガ
などを治療する場合でも、ご自身の保険証を使用して
治療を受けることができます。
　加害者から受けたケガなどの治療費は、被害者に過
失がない場合は、加害者が全額負担することになりま
す。しかし、治療がすぐに必要である場合、加害者との
話し合いを待っている時間はありません。そのため、
一時的にご自身の保険証を使用して一部負担金を除
く医療費を国保が立て替え、その後加害者側へ立て替
えた医療費を請求することになります。
　保険証を使用して治療を受けた際には、速やかに

『第三者行為による傷病届』を提出していただく必要
があります。もし、傷病届の提出が遅れた場合や提出
をしなかった場合は、加害者側に請求する医療費を回
収できないことになり、本村の医療費増加となってし
まうため、治療を受けた場合には速やかにご提出をお
願いします。
　また、傷病届は示談を済ませる前に届け出をお願い
します。示談を済ませてしまうと国保が立て替えた医
療費が加害者へ請求できなくなることがあり、その場
合は被害者本人へ医療費を請求することになります。
示談をする前に国保担当へご連絡下さい。

国 保 か ら の お 知 ら せ

問合せ　健康福祉課保健衛生係 ☎（24）1700

ご存知ですか？国民年金
■40年間保険料を納めたら年金額はいくら？
 年額781,700円（令和２年度）　満額（20歳から60歳になるまでの40年間納めた場合）

申請免除の手続きは健康福祉課窓口で行えます

■保険料を納めるのが経済的に難しい場合は「申請免除」を！

■免除されると、将来の年金は？

平成30年度の保険料は月額16，540円です。前年の所得が一定額以下の人は申請すると「全額免除」、「一部
免除」、「納付猶予」を受けることが出来ます。

例1と例2は、納めた保険料の額
は同じですが、受け取れる年金
の額に年額146,569円の差が
あります。
保険料を納めるのが経済的に難
しい場合は、「申請免除」制度を
利用しましょう。

老齢基礎年金を受け取るためには、保険料を納めた期間が10年以上必要です。
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地産地消推進便り
－学校給食食材の自給率－

　村では、山江産の食材を地域内で利用
する取り組みをすすめています。その一
環として、学校給食食材の地産地消化を
推進しています。
　契約栽培していただける生産者の方
も随時募集しておりますので、ご協力い
ただける場合は、ご連絡ください。

問合せ　産業振興課　農政係　 ☎（23）3113

※地場産率の算定は、当該月に納品された山江村産の品目
　数を、全品目数で割り戻して算出しております。

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

12月

28 28

22
26 25

1月 2月 4・5月 6月

◎6月　作物ごとの使用量（kg） ◎品目数に見る地場産率の推移※村内小中学校の給食で使用された全品目を集計しています

給食で使用した全数量を100とし、食品成分表に基づき分類し地場産率を計算しています。
　　総使用量 .......実際給食で食べられた数量
　　総仕入数量 ...給食製造のために仕入れられた数量    
　　山江産数量 ...総仕入数量の内、山江村産農産物の数量    
※総使用量は可食部のみの数量であるため、総仕入数量とは必ずしも一致しません。 
※３月につきましては、コロナウイルス予防による休校のため実績がありません。

食品群名 総使用
量(kg) 食品名 総仕入数

量(kg)
山江産数
量(kg)

 １　穀類 678.6 米 530.0 530.0
彩り米 1.4 1.4

 2　いも及びでんぷん類 216.2 サトイモ 34.5 0.0
ジャガイモ 149.6 149.6
サツマイモ 7.0 4.2
コンニャク 23.5 22.9

 3　砂糖及び甘味類 11.5
 4　豆類 153.2 ダイズ 7.4 0.0
 5　種実類 17.5 栗ペースト 9.5 9.5
 6　野菜類 841.2 カボチャ 31.8 20.0

キャベツ 83.4 0.0
キュウリ 78.7 35.9
ゴボウ 30.2 0.0
ダイコン 19.3 7.2
タケノコ 22.5 22.5
タマネギ 201.1 201.1
ナス 39.2 39.2
ネギ 20.5 11.2
ニンジン 107.2 44.4
ピーマン 18.7 0.0
トマト 42.5 42.1
ニラ 1.7 0.0
モヤシ 48.2 0.0
ニンニク 0.7 0.7
ホウレンソウ 34.5 0.0
阿蘇菜 4.0 0.0
レタス 3.5 0.0
切干大根 3.8 2.0

食品群名 総使用
量(kg) 食品名 総仕入数

量(kg)
山江産数
量(kg)

6　野菜類 841.2 ショウガ 2.4 0.0
パセリ 0.8 0.0
セロリー 0.6 0.0
エダマメ 3.0 0.0

グリンピース 3.0 0.0
ブロッコリー 22.5 0.0
カリフラワー 5.0 0.0
インゲン 7.5 0.0
ズッキーニ 14.3 9.8
アスパラガス 5.5 0.0
レンコン 8.3 0.0

 ７　果実類 90.4 レモン 7.4 0.0
リンゴ 3.8 0.0
オレンジ 35.0 0.0
スイカ 114.3 0.0

 ８　きのこ類 31.1 干シイタケ 4.3 4.3
キクラゲ 0.8 0.8

 ９　藻類 4.8
10　魚介類 139.5 ヤマメ 35.0 35.0
11　肉類 186.7
12　卵類 69.2 鶏卵 73.6 73.6
13　乳類 2083.3
14　油脂類 26.7
15　菓子類 4.5
16　し好飲料類 9.8
17　調味料及び香辛料類 142.0
18　調理加工食品類 36.2
　　合　　　計 4742.4 1901.0 1267.1
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※搬入量については、村の収集のほか、事業所及び一般家庭からの直接搬入分も含まれます。
※分別収集されたペットボトルは、社会福祉法人水俣市社会福祉事業団で適正に処理されています。

（単位：kg、％）

年 31 2 31 2 31 2
月 4月 5月 6月

一
般
廃
棄
物

可燃物 58,040 49,210 58,220 57,660 47,050 52,610

不燃物 4,840 4,170 3,830 6,180 4,350 3,450

粗大物 410 1,440 360 680 770 540

有害物 0 0 0 0 0 0

計 63,290 54,820 62,410 64,520 52,170 56,600

資源物 10,000 10,230 8,450 8,330 6,770 7,190

エコやごみに対する情報をお伝えする

エコ得情報局あかちゃんごたんじょう
　馬場　奏

かなほ

帆 （直哉・陽子） （５/ 25）
おくやみ申し上げます
　和泉　重利 （第７区） （６/３）
香典返し
　作田　光美  岡本　美貴

6月 30日現在（前月比）
人口　　3,411 人　　  （ - 7）
男　　 1,597 人　　  （  - 1）
女　　 1,814 人　　  （  - 6）
世帯　　1,207 世帯　  （- 1）

総務課 .................................................................23-3111 ※
企画調整課 ......................................................23-3112 ※
産業振興課 ......................................................23-3113 ※
税務課 .................................................................23-5692 ※
健康福祉課（福祉・戸籍） ....................23-3978 ※
健康福祉課（保健衛生） .........................24-1700 ※
地域包括支援センター ............................23-2232 ※
建設課 .................................................................23-6449 ※
教育委員会 ......................................................23-3604 ※
会計室 .................................................................23-3293 ※
議会事務局 ......................................................23-3401 ※
農業委員会事務局 ......................................23-3113
ケーブルテレビセンター ......................22-8808 ※
歴史民俗資料館 ............................................23-3665
地域づくり研究所 ......................................23-3114
FAX（代表） ..................................................24-5669
●※印は域内電話と共通番号になります
　※域内電話は、転送が出来ませんので、予めご了承ください

むらの動き（6/１～ 6/30受付分）

人口と世帯 ‒Population‒

主な電話番号 ‒Telephone‒

つぶやきつぶやき
　滝のような雨が降り続きました。令和2年7
月豪雨。
　あっという間に道路や田んぼが川となり、人
手では動かすことのできない荷物や車が流さ
れていく様を見て、これが本当に山江村かと
茫然としました。多くの箇所で被害が発生し、
不自由な生活を送られている方が多数いらっ
しゃいます。一人一人のできることは小さいか
もしれませんが、復旧に向けて皆で一致団結
し、頑張りましょう。（Ａ・Ｓ）

55,000

50,000

60,000

65,000

70,000

4月 5月 6月
45,000

R2年

H31年

山江村民
一人あたりの
ごみ排出量

　使用済みの廃油や未使用の食油は、無料でリサイクルす
ることができます。　
　廃油がある方は、山江村役場健康福祉課の窓口に廃油回
収ボックスがありますので、お気軽にお越しください。
　廃油をリサイクルされた方には、回収ボックスにクリア
ファイル等がありますので、ご自由にお取りください。
　村民の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。

《回収できる油》
・菜種油、大豆油、コーン油、ごま油、サラダ油、サフラワー油
（紅花油）、ひまわり油

《回収できない油》
・鉱物油（エンジンオイル）、牛脂、豚脂（ラード）、パーム油、ヤ
シ油、ショートニング

令和2年5月

前月比 - 2.3kg
約16.6 kg

 廃油は、リサイクルしましょう!!

〇ごみ袋には必ず氏名を記入してください。
〇正しい分別でごみの減量を心がけましょう。
〇可燃ごみの袋は、中のごみが飛散しないように、持ち手部分も
　しっかりと結びましょう。
〇指定された収集日に出しましょう。収集日の前日または収集日
　の午前８時までに出してください。
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現在、令和2年7月豪雨に伴い通行止めや復旧工事をしています


